
平成２３年度研究開発成果概要書 

「新世代ネットワークを支えるネットワーク仮想化基盤技術の研究開発」 

課題ウ 新世代ネットワークを支えるネットワーク仮想化基盤技術の 

研究開発」 

［副題］情報オープンイノベーション基盤技術の構築 

 

（１）研究開発の目的 

サービス指向ノードによるネットワーク仮想化技術の実現，ならびに新世代

ネットワークにおける情報オープンイノベーション基盤技術を構築すること。 

 

（２）研究開発期間 

    平成２３年９月７日～平成２５年３月３１日(２年間） 

（３）委託先企業 

学校法人慶應義塾＜幹事＞（以下慶應大）、 

国立大学法人筑波大学（以下筑波大）、 

日立情報通信エンジニアリング株式会社（以下日立 JTE）、 

大学共同利用機関法人 情報・システム研究機構（以下 NII）、 

国立大学法人電気通信大学（以下電通大）、 

日本電信電話株式会社（以下 NTT） 

（４）研究開発予算（百万円） 

    平成２３年度      ４０（契約金額） 

    平成２４年度      ３４（  〃  ） 

（５）研究開発課題と担当 

課題ウ-1 モジュールの開発 

課題ウ-1-1… データベースインサーション技術（慶應大） 

課題ウ-1-2… PPDP技術（慶應大） 

課題ウ-1-3… ソフトウェアシミュレータ SLIMの完成（慶應大） 

課題ウ-1-4… テストベッド搭載 eSLIMの実装（慶應大） 

 

課題ウ-2 サービス指向ノードの実装 

課題ウ-2-1…  サービス指向ノードの構築（日立 JTE） 

課題ウ-2-2 … サービス指向ノードの処理高速化（日立 JTE） 

 

課題ウ-3 分散ＤＢによる仮想環境構築 

課題ア-3-1… 仮想化に必要な分散 DBの構築（筑波大） 

課題ア-3-2… サービス指向ノード搭載仕様の構築（筑波大） 

 

課題ウ-4 サービス指向ノードを用いたアプリケーション実証と評価 

課題ウ-4-1… テストベッド評価環境の構築（NII） 

課題ウ-4-1… テストベッドを用いたアプリケーションの評価（NII） 

 

課題ウ-5 データベースセレクションハードウェアの構築 



課題ウ-5-1… HWデータベースセレクション機構の構築（電通大） 

課題ウ-5-2… HWデータベースセレクションインタプリタの構築（電通大） 

 

課題ウ-6 サービス指向 OLT・ONU構成技術の確立 

課題ウ-6-1… サービス指向 OLT・ONU構成技術の確立（NTT） 

課題ウ-6-2… サービス指向 OLT・ONUにおけるアプリケーションの構築（NTT） 

（６）これまで得られた研究開発成果                     

         

    

 

 

 

 

 

 

 

具体的な成果 

 

課題ウ-1：モジュールの開発 

課題ウ-1-1… データベースインサーション技術 

・ データベースインサーション機構を提案し、FreePDK45nmでは、877MHzの

動作速度を達成し、2.95x103μm2の面積で各種(実装では 3 種類)のインサ

ーションアクセラレータが構成可能であることを示した。 

・ ストリームを扱うため、クエリ重複数に応じたスループット評価をオンチ

ップメモリ・オフチップメモリ搭載時毎に評価した。 

課題ウ-1-2… PPDP技術 

・ 新たに、キャッシュを搭載した PPDP ハードウェアアーキテクチャを提案

し、エントリ数 4096 のキャッシュを搭載することにより，エントリ数が

約 1.5k-2.0kの TCAMを利用した場合と同等の ILをエントリ数 256の TCAM

で実現することが可能であることを示した。 

課題ウ-1-3… ソフトウェアシミュレータ SLIMの完成 

・ ソフトウェアシミュレータ SLIMが完成し、PDFレコメンデーションエンジ

ンをはじめとする様々なアプリケーション検証が進められている。 

課題ウ-1-4… テストベッド搭載 eSLIMの実装 

・ 課題ウ-1-3をうけ、ALAXALAルータや Juniperルータへの搭載を容易とす

るために、libboostライブラリの排除を進めたパッチ生成を行っている。 

 

課題ウ-2：サービス指向ノードの実装 

課題ウ-2-１… サービス指向ノードの構築 

・ シャーシ型 L３スイッチのサービスモジュールカード上にソフトウェアエ

ミュレータを実装したサービス指向ノードを開発した。 

・ 同サービス指向ノードを実証実験プラットフォームとして利用するため

  （累計）件 （当該年度）件 

特許出願 
国内出願 0 0 

外国出願 0 0 

外部発表 

研究論文 14 14 

その他研究発表 19 19 

プレスリリース 13 13 

展示会 3 3 

標準化提案 3 3 



のソフトウェアモジュールを開発した。 

課題ウ-2-2… サービス指向ノードの処理高速化 

・ 上位アプリケーションソフトウェアが、サービスモジュールカードのマル

チコアを使用可能な、ソフトウェア構成とした。 

・ ネットワーク通信機能の確認により、同サービス指向ノードがアプリケー

ション動作に必要な帯域（2.5Gbps）を確保できる見通しを得た。  

 

課題ウ-3 分散 DBによる仮想環境構築 

課題ウ-3-1… 仮想化に必要な分散 DBの構築 

・ 高信頼化ストリーム処理手法を精密化した． 

・ 暗号化ストリームに対する問合せ技法を開発した． 

・ ストリームとリレーションの統合処理方式を提案した． 

・ メディアストリームとイベントストリームの統合的処理方式を提案した． 

課題ウ-3-2… サービス指向ノード搭載仕様の構築 

・ 処理系を整理し，仕様案を作成した． 

 

課題ウ-4 サービス指向ノードを用いたアプリケーション実証と評価 

課題ウ-4-１… テストベッド評価環境の構築 

・ 大容量ストレージシステムの構築により、任意の時刻の SINETバックボー

ン部のトレースを 10Gbpsレートでフルチャプチャ、蓄積可能とした。 

・ 上記大容量ストレージシステムにおいて SLIM を動作させ、任意の情報を

取得可能とした。これによりソフトウェア版サービス指向ノードを用いる

評価がほぼ可能となった。 

課題ウ-4-２… テストベッドを用いたアプリケーションの評価 

・ SLIM によりバックボーントラヒックに含まれる（HTTP の）特定の情報量

を 1時間程度測定し、10GBのメモリ量で動作可能であることを示した。 

 

課題ウ-5 データベースセレクションハードウェアの構築 

課題ウ-5-１… HWデータベースセレクション機構の構築 

・ 検討している動的再構成可能ストリームプロセッサエンジン(DR-SPE)の

プロセッサアーキテクチャについて，その処理性能およびクエリの再構成

可能時間について詳細な評価を行った． 

課題ウ-5-２… HWデータベースセレクションインタプリタの構築 

・ 10x10の演算ユニットを並べた DR-SPEを構成するためには，スライスレジ

スタ数として 20038(6 %)、スライス LUT 数として 88421(56%)のハードウ

ェアリソースが必要となるという結果が得られた。処理性能については，

最大動作周波数が，約 172MHz 程度であり，最大処理スループットが

16521Mbpsであることがわかった。 

 

課題ウ-６：サービス指向 OLT・ONU構成技術の確立 

課題ウ-６-１…サービス指向 OLT・ONU構成技術の確立 

・ サービス指向性の光アクセス網を想定した、(OLT・ONUを用いた)基礎試験



系を構築した。 

・ 課題ウ-1 で構築したエネルギーマネジメント(グリッド)シミュレータと

構築した基礎試験系の共同動作試験を行った。試験結果から、シミュレー

タ(サーバ側)の処理時間も含め、2.5msec 程度で需要家のエネルギー制御

が可能であるという結果を得た。 (課題ウ 6-2に関連) 

課題ウ-６-２…サービス指向 OLT・ONUにおけるアプリケーションの構築 

・ 上記基礎試験結果により、地域内情報を地域内で処理する(情報の地産地

消)ことが、エネルギーマネジメントなどの低遅延性を要求されるサービ

ス制御に有効であるという見通しを得た。 

 

（７）研究開発イメージ図 

  

 



 

 



 

 


